
一
九
九
四
年
に
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン

ズ
大
学
政
策
研
究
所
の
レ
ス
タ
ー
・
サ
ラ
モ

ン
教
授
が
「
地
球
規
模
の
連
帯
革
命
」
と
い

う
衝
撃
的
な
こ
と
ば
で
表
し
た
よ
う
に
、
こ

こ
一
〇
〜
一
五
年
に
、
民
間
非
営
利
セ
ク
タ

ー
は
、
地
球
規
模
で
拡
大
し
、
そ
の
存
在
感

を
世
界
に
示
し
て
き
た
。
複
雑
化
す
る
社
会

的
問
題
や
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
は
、
も
は
や
国

家
や
市
場
だ
け
で
は
十
分
に
対
応
し
き
れ
な

い
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
と
、
非
営
利
セ
ク
タ

ー
へ
の
期
待
が
高
ま
り
、
国
内
で
も
地
球
規

模
で
も
そ
の
役
割
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
っ

た
。国

際
開
発
や
人
道
支
援
の
分
野
で
も
、
特

に
冷
戦
後
に
お
け
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
躍
ぶ

り
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。
経
済
協

力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
へ
の
登
録
Ｎ
Ｇ

Ｏ
数
は
、
一
九
八
〇
年
に
約
一
六
〇
〇
団
体

だ
っ
た
の
が
、
一
九
九
三
年
に
は
約
三
〇
〇

〇
団
体
に
増
加
し
、
ま
た
同
時
期
の
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
年
間
総
支
出
額
は
二
八
億
ド
ル
か
ら

五
七
億
ド
ル
へ
と
倍
増
し
た
（
１
）
。
ま
た
、
政

府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
資
金
の
う
ち
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
を
経
由
す
る
割
合
も
急
増
し
た
。
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
還
流
し
た
英
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
資
金
は
、
一

九
八
四
年
か
ら
一
〇
年
の
間
に
五
倍
に
拡
大

し
（
２
）
、
同
時
に
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
総
収
入
に
占

め
る
政
府
資
金
の
割
合
も
大
き
く
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
緊
急
救
援
や
人
道
支
援
に
お
い
て

は
、
政
府
資
金
の
約
四
分
の
一
が
国
際
Ｎ
Ｇ

Ｏ
を
経
由
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
政
府
の
人

道
支
援
予
算
の
六
〇
％
近
く
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
還

流
し
て
い
る
米
国
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
約
四
〇
〇
団
体
に
対
し
、
人
道
支
援

と
開
発
援
助
の
資
金
二
五
億
ド
ル
が
拠
出
さ

れ
た
（
３
）
。
こ
れ
ら
の
数
字
が
表
し
て
い
る
よ

う
に
、
一
九
九
〇
年
代
に
、
主
に
欧
米
に
本

部
を
置
く
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
一
部
の
「
南
」
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
巨
額
な
資
金
を
得
て
、
大
き
く
発

展
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
九
〇
年
代
後
半
あ
た
り
か
ら
、

巨
大
化
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
弊
害
が
開
発
の
現
場

で
見
ら
れ
る
な
ど
の
批
判
が
起
こ
っ
た
。
同

時
に
、
政
策
へ
の
関
与
を
深
め
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

説
明
責
任
や
正
統
性
を
求
め
る
声
も
次
第
に

大
き
く
な
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
逆
風
が
吹
き
始

め
た
。
一
方
で
、
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
貧
困

削
減
に
集
約
さ
れ
、
途
上
国
の
オ
ー
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
高
め
る
方
向
に
移
る
よ
う
に
な
る
と
、

先
進
国
に
本
部
を
置
く
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割

も
お
の
ず
と
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
自
身
も
自
ら
の
役
割
や
存
在
意
義
の
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国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ（
非
政
府
組
織
）の

現
状
と
課
題

（＊）CSOネットワーク（CSO Network Japan）：国際協力や開発援
助の諸活動にシビル・ソサエティを巻き込み、参加を促すこ
とで、ひとりひとりの尊厳が保障される社会の実現に寄与す
る。おもな活動に、CSO（市民社会組織）や国際協力に関する
調査・研究、情報発信、異なるステークホルダーの連携促進、
貧困削減を目指すグローバルなキャンペーンへの参加など。
Eメール：info@csonj.org URL：www.csonj.org

（1）D.Hulme & M. Edwards（eds）1997, Too Close for Comfort :
NGOs, States and Donors, Macmillian.

（2）A.C.Hudock, 1999, NGOs and Civil Society : Democracy or Proxy,
Blackwell Publishers, Ltd.

は
じ
め
に

英
米
の
事
例
か
ら
読
む

今
田
　
克
司
（
Ｃ
Ｓ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
共
同
事
業
責
任
者
）
＊

黒
田
か
を
り
（
Ｃ
Ｓ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
共
同
事
業
責
任
者
）
＊
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問
い
直
し
を
始
め
て
い
た
時
期
に
、
九
・
一

一
の
テ
ロ
事
件
が
起
き
、
次
第
に
、
複
雑
化

す
る
国
際
政
治
や
安
全
保
障
の
利
害
が
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
活
躍
し
て
い
る
国
際
開
発
や
人
道
支

援
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ

た
。こ

の
よ
う
な
潮
流
を
視
野
に
入
れ
、
本
稿

で
は
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
な
か
で
も
影
響
力
の

強
い
英
国
と
米
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
焦
点
を
あ
わ

せ
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
現
状
と
直
面
す
る
課
題
、

将
来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
、

日
本
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
今
後
に
対
す
る
展
望

を
描
い
て
み
た
い
。

英
国
は
、
長
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
歴
史
を
も

っ
て
い
る
。
国
際
的
な
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ

も
ま
た
、
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
登
場
し
、

発
展
を
し
て
き
た
。
戦
争
な
ど
の
犠
牲
者
救

済
や
人
道
支
援
を
目
的
と
し
て
い
る
団
体
、

人
権
擁
護
団
体
、
野
生
生
物
保
護
団
体
な
ど

多
数
が
存
在
し
て
い
る
。
最
も
古
く
か
ら
あ

る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
一
八
世
紀
末
に
始
ま
っ

た
奴
隷
貿
易
制
度
撤
廃
運
動
に
端
を
発
し
、

一
八
三
九
年
に
設
立
し
た
ア
ン
チ
・
ス
レ
ー

バ
リ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
、
現
在

も
あ
ら
ゆ
る
差
別
撤
廃
を
求
め
る
人
権
団
体

と
し
て
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
一
九
年
に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
下
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
家
や
家
族
を
失
い
食
糧
難

に
苦
し
む
子
供
た
ち
に
救
援
の
手
を
差
し
伸

べ
よ
う
と
、
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
が

作
ら
れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
、
国
際

的
に
有
名
な
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
、
世
界
自
然
保
護
基
金
、
オ
ッ
ク

ス
フ
ァ
ム
な
ど
が
、
英
国
人
に
よ
り
次
々
と

設
立
さ
れ
た
。

開
発
協
力
や
人
道
支
援
を
行
う
国
際
開
発

分
野
に
は
、
財
政
規
模
の
大
き
な
一
握
り
の

大
手
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
非
常
に
多
く
の
中
小
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
存
在
し
て
い
る
が
、
最
近
の
調
査
（
４
）

に
よ

れ
ば
、
現
在
活
動
す
る
国
際
開
発
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

七
五
％
は
一
九
七
一
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
の

間
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
、
全
体
の
五
割
強

は
一
九
九
一
年
以
降
に
作
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
ま
で
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
個
人
寄
付
や
市
民

社
会
の
寄
付
な
ど
を
主
な
財
源
と
し
て
活
動

し
て
い
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
八
〇
年
代

か
ら
政
府
資
金
な
ど
の
公
的
資
金
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ

に
流
れ
込
む
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
規
模
は

飛
躍
的
に
拡
大
し
た
。

一
九
九
七
年
に
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
率
い
る

労
働
党
政
権
が
誕
生
す
る
と
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、
国
際
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
非
常
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
労
働
党
政
権
は
、
新
た
に

打
ち
出
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
に
、
民
間
非

営
利
セ
ク
タ
ー
と
の
実
質
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
盛
り
込
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
政

府
と
民
間
非
営
利
団
体
と
の
間
で
対
等
な
協

働
関
係
を
保
証
す
る
た
め
の
協
定
で
あ
る

「
コ
ン
パ
ク
ト
」
の
成
立
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
寄

付
税
制
の
改
正
、
子
供
を
含
む
一
般
国
民
の

民
間
非
営
利
団
体
支
援
を
呼
び
か
け
る
ギ
ヴ

ィ
ン
グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
な
ど
、
民

間
非
営
利
セ
ク
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
改
善

と
セ
ク
タ
ー
の
活
動
推
進
が
積
極
的
に
行
わ

れ
た
。

開
発
分
野
に
お
い
て
は
、
ブ
レ
ア
政
権
は
、

そ
れ
ま
で
外
務
省
（
Ｆ
Ｃ
Ｏ
）
の
管
轄
下
に

あ
っ
た
海
外
援
助
庁
を
担
当
大
臣
を
置
く
国

際
開
発
省
（
Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
）
に
再
編
し
、
二
二

年
ぶ
り
に
国
際
開
発
白
書
を
発
行
し
、
そ
の

な
か
で
、
貧
困
削
減
を
開
発
援
助
の
第
一
義

的
な
目
的
と
す
る
新
し
い
開
発
政
策
の
枠
組

み
を
打
ち
出
し
、
大
胆
な
改
革
を
行
っ
た
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
長

年
に
わ
た
っ
て
働
き
か
け
を
し
て
い
た
Ｏ
Ｄ

Ａ
の
ア
ン
タ
イ
ド
化
や
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
人

権
な
ど
そ
の
他
の
政
策
提
言
が
国
際
開
発
白

書
に
反
映
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

住
民
組
織
、
労
働
組
合
な
ど
を
含
む
幅
広
い

シ
ビ
ル
ソ
サ
エ
テ
ィ
組
織
と
の
連
携
推
進
が

強
調
さ
れ
た
（
５
）
。
一
方
、
Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
の
シ
ビ

ル
ソ
サ
エ
テ
ィ
支
援
は
、
途
上
国
の
貧
困
削

減
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
、
現
地
の

シ
ビ
ル
ソ
サ
エ
テ
ィ
を
含
む
途
上
国
自
身
の

開
発
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
推
進
す
る
と
い

う
枠
組
み
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
自

国
の
市
民
社
会
組
織
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

あ
く
ま
で
も
こ
の
枠
組
み
の
な
か
で
推
進
す

る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で

の
英
国
の
国
際
開
発
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
優
先
的
に
Ｏ

Ｄ
Ａ
資
金
を
拠
出
す
る
政
策
と
は
一
線
を
画

す
も
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
開

発
政
策
の
変
更
は
、
英
国
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

開
発
に
お
け
る
役
割
の
見
直
し
や
そ
の
存
在

意
義
の
問
い
直
し
に
拍
車
を
か
け
た
。

（3）A. Stoddard,‘Humanitarian NGOs : Challenges and trends’
Chapter 3 in J. Macrae & A. Harmer（eds）, Humanitarian
action and the‘global war on terror’: a review of trends and
issues, HPG Report 14, July 2003, Overseas Development
Institute.

（4）Charities Aid Foundation（CAF）& BOND, 2004, UK
International Development NGOs - A Profile of the Sector,
April 2004.

（5）David Lewis, 2001,‘International Development NGOs : Policy
Conflict and Convergence’in M. Harris & C. Rochester（eds）,
Voluntary Organisations and Social Policy in Britain:

Perspectives on change and choice, Palgrave.

英
国
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
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一
九
世
紀
に
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
ト
ク

ヴ
ィ
ル
が
注
目
し
た
よ
う
に
（
６
）
、「
新
大
陸
」

米
国
の
伝
統
に
は
草
の
根
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ

ム
の
国
民
性
が
あ
り
、
こ
れ
に
民
間
非
営
利

の
活
動
を
支
え
る
制
度
的
環
境
が
二
〇
世
紀

前
半
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
二
〇
世

紀
後
半
に
は
広
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
と
呼
ば
れ
る

社
会
的
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
担
っ
た
多
種
多
様
な

活
動
が
大
き
く
展
開
し
て
い
っ
た
。

そ
の
な
か
で
、
国
際
協
力
に
従
事
す
る
民

間
の
活
動
と
し
て
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
大
き
く
伸

長
し
て
い
っ
た
の
は
一
九
六
〇
年
代
以
後
の

こ
と
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
以
前
の
段
階

で
も
、
教
会
を
中
心
と
し
た
国
際
的
な
救
援

活
動
、
大
学
を
中
心
と
し
た
農
業
技
術
開
発

の
途
上
国
へ
の
応
用
、
農
業
団
体
（
協
同
組

合
）
と
政
府
の
連
携
に
よ
る
農
産
物
の
途
上

国
へ
の
物
資
輸
送
、
フ
ォ
ー
ド
、
ロ
ッ
ク
フ

ェ
ラ
ー
ら
の
民
間
財
団
を
中
心
と
し
た
途
上

国
支
援
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、
国
際
協
力

に
携
わ
る
民
間
の
活
動
が
成
立
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
素
地
を
活
用
し
て
、
一
九
六
〇
年

代
後
半
以
降
、
の
ち
に
国
際
開
発
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

呼
ば
れ
る
一
群
が
伸
長
を
始
め
て
い
っ
た
。

米
国
の
国
際
開
発
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
全
体
と
し
て

眺
め
た
場
合
、
そ
の
大
き
な
特
徴
は
政
府
と

の
連
携
の
強
さ
で
あ
る
。
一
九
七
〇
〜
八
〇

年
代
の
成
長
期
に
お
い
て
、
多
く
の
米
国
Ｎ

Ｇ
Ｏ
は
政
府
と
の
緊
密
な
協
調
関
係
の
も
と

で
事
業
に
従
事
す
る
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て

い
っ
た
。
こ
れ
が
今
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

や
そ
の
近
郊
に
本
部
を
置
き
、
年
間
数
億
ド

ル
の
予
算
規
模
で
活
動
す
る
大
手
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ

と
発
展
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
米
国
政
府

の
援
助
政
策
に
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
異
を
唱

え
、
あ
え
て
政
府
か
ら
「
遠
い
」
場
所
に
身

を
お
き
、
政
府
系
の
資
金
を
手
に
す
る
こ
と

な
く
活
動
を
展
開
し
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
多
く

存
在
す
る
。
し
か
し
、
予
算
規
模
や
政
府
と

の
関
係
を
利
用
し
て
、
影
響
力
を
強
め
、
こ

れ
を
行
使
し
て
き
た
の
は
、
ケ
ア
、
セ
ー

ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
、
ワ
ー
ル
ド
・
ビ
ジ

ョ
ン
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
大
手
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ

る
。米

国
国
際
開
発
庁
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
は
、

国
際
協
力
に
従
事
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
登
録
制
度

を
も
っ
て
い
る
が
、
登
録
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
事
業
規
模
や
財
務
情
報
は
、
毎
年
集
計
、

公
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ

Ｏ
レ
ポ
ー
ト
」（
７
）

の
二
〇
〇
四
年
最
新
版

（
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
時
点
で
の
数
字
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
）
に
よ
る
と
、
今
日
、
政
府
登

録
さ
れ
て
い
る
米
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
四
八
九
団
体

で
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
た
財
政
規
模
（
収
入

総
額
）
は
、
約
一
八
四
億
ド
ル
に
の
ぼ
っ
て

い
る
。
こ
の
数
字
は
、
例
え
ば
今
日
の
日
本

の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
事
業
規
模
の
総
額
が
、

年
間
約
二
五
〇
億
円
程
度
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
（
８
）
、
そ
の
大
き
さ
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

米
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
米
国
政
府
か
ら
得
て
い
る

資
金
は
約
二
八
億
ド
ル
で
、
そ
の
他
国
際
機

関
や
他
の
政
府
機
関
か
ら
の
資
金
が
約
二
〇

億
ド
ル
、
民
間
か
ら
の
資
金
（
個
人
寄
付
、

企
業
寄
付
、
財
団
助
成
金
、
対
価
に
よ
る
事

業
収
入
、
民
間
か
ら
の
委
託
契
約
等
を
含
む
）

が
約
一
四
五
億
ド
ル
と
な
っ
て
い
る（
９
）
。

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
米
国
政
府
は
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
の
強
固
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
、

米
国
の
援
助
政
策
を
支
え
る
大
き
な
存
在
と

し
て
宣
伝
す
る
よ
う
に
な
る
（
10
）
。
と
同
時
に
、

特
に
最
近
、
政
府
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
対
等
な
関
係
で
あ
る
こ
と
を

強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
と
は
、
資
源
、
リ
ス
ク
、
便
益
、

説
明
責
任
を
分
け
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
互

い
に
共
通
の
目
的
達
成
の
た
め
に
努
力
す
る

こ
と
」
と
、
リ
ス
ク
や
資
源
の
分
担
を
前
面

に
押
し
出
す
よ
う
に
な
る
の
だ
（
11
）
。
二
〇
〇

二
年
一
二
月
に
発
表
さ
れ
た
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
携
に
関
す
る
五
カ
年
計
画
に
は
（
12
）
、

米
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
を
前
提
と
し
た
新
た

な
開
発
戦
略
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、

米
国
が
力
を
入
れ
て
開
発
を
支
援
す
る
国
々

に
お
い
て
活
動
す
る
途
上
国
地
元
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
能
力
強
化
に
努
め
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う

ひ
と
つ
は
、
民
間
セ
ク
タ
ー
と
の
協
働
を
強

め
、
よ
り
多
く
の
民
間
資
金
を
開
発
に
集
中

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か
で
政
府
と
の
信

頼
関
係
を
築
き
、
活
動
を
強
化
し
て
き
た
米

国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に

な
る
と
、「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
の
一
環
で
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
や
民
間
業
者
を
「
米
国
の
政
府
の
一
部
」

と
し
て
捉
え
、
政
府
の
外
交
政
策
と
連
動
し

た
援
助
を
展
開
す
べ
き
だ
と
の
発
言
が
開
発

に
携
わ
る
政
府
高
官
ら
か
ら
聞
か
れ
る
よ
う

（６）Alexis De Tocqueville, 2001, Democracy In America, Signet Classic, New York, NY.（初版は1835年出版）
（７）Report of American Voluntary Agencies Engaged in Overseas Relief and Development Registered with the U.S. Agency for

International Development, 通称 VolAg Report。この年次レポートは、1998年以降に関しては、USAIDのウエブサイト上の
Development Experience Clearinghouse（DEC）（http://www.dec.org/）からPDFファイルでダウンロードできる。また、それ
以前も同じウエブサイトから資料を取り寄せることができる。

（８）国際協力ＮＧＯセンター（2002年）「国際協力ＮＧＯダイレクトリー2002」p. xvii
（９）USAID, 2004 Report of American Voluntary Agencies Engaged in Overseas Relief and Development Registered with the U.S. Agency

for International Development, http://www.dec.org/pdf_docs/PNACW422.pdf。この政府資金と民間資金の対比には注意が必要
である。これは、USAIDに登録しているNGOが受け取っている額の総額であり、国際協力NGOの国際協力活動に対して、政府
資金と民間資金がこの比率で流れているというわけではない。USAIDに登録しているNGOが行う米国国内の活動に対して支払
われている民間資金もこの数字のなかには含まれている。

米
国
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

―
揺
ら
ぐ
政
府
と
の
協
働
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に
な
っ
た
（
13
）
。
こ
う
い
っ
た
発
言
は
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
か
ら
も
驚
き
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
過

去
三
〇
年
か
け
て
培
わ
れ
て
き
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

政
府
の
信
頼
関
係
が
、
昨
今
の
一
連
の
政
府

の
動
き
、
特
に
安
全
保
障
と
開
発
を
直
接
結

び
つ
け
る
思
想
や
こ
れ
を
も
と
に
し
た
政
策

の
発
表
で
、
大
き
く
揺
れ
始
め
て
い
る
。
米

国
の
国
際
開
発
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
連
合
体
で
あ
る
イ

ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
こ
う
し
た
政
治

的
状
況
の
な
か
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
に
、

「
出
現
し
つ
つ
あ
る
ト
レ
ン
ド
」
と
題
し
た
政

策
ペ
ー
パ
ー
を
発
表
し
（
14
）
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権

が
開
発
援
助
を
安
全
保
障
の
眼
鏡
で
捉
え
て

い
る
こ
と
に
警
鐘
を
発
し
て
い
る
。

「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
バ
ブ
ル
期
」
と
呼
ば
れ
た
一
九
九

〇
年
代
に
、
国
際
的
認
知
を
高
め
、
大
き
く

成
長
し
た
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
国
内
外
の
開
発

政
策
に
も
大
き
く
関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
で
、
新
た
な
課
題
に
直
面
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ま
ず
、「
誰
の
声
を
代
表
し
て
い
る

の
か
」
と
い
う
正
統
性
に
関
す
る
疑
問
や
、

ド
ナ
ー
だ
け
で
な
く
貧
困
者
に
対
す
る
説
明

責
任
の
確
保
に
お
い
て
批
判
が
強
ま
っ
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
す
る
こ
と
が
貧
困
削
減
に
ど
れ
だ
け
効
果

を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
評
価
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
の

疑
問
が
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
自
身
か
ら
も
湧
き
上
が
っ

た
。
同
時
に
、
ま
す
ま
す
複
雑
化
す
る
国
際

政
治
の
波
に
も
巻
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
自
ら
の
限
界
と
存
在
意
義
の
危
機

感
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

一
方
、
Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
な
ど
を
中
心
に
、
開
発

援
助
を
貧
困
問
題
に
集
中
さ
せ
、
貧
困
削
減

へ
の
直
接
的
支
援
の
た
め
に
、
援
助
対
象
国

の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
重
視
し
た
貧
困
削
減

戦
略
文
書
の
作
成
、
セ
ク
タ
ー
・
ワ
イ
ド
・

ア
プ
ロ
ー
チ
の
採
用
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
援
助
や

対
象
国
へ
の
直
接
財
政
支
援
な
ど
新
た
な
概

念
ス
キ
ー
ム
や
ア
プ
ロ
ー
チ
が
次
々
と
編
み

出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
開
発
政
策
や
手
法
の

変
更
は
、
結
果
と
し
て
国
際
開
発
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

長
年
の
主
張
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
に
よ
り
、
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

を
活
動
の
中
心
と
し
て
い
た
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

は
自
ら
の
存
在
意
義
が
危
う
く
な
る
よ
う
な

状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自

ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
や
中
心
的
役
割

を
問
い
直
し
始
め
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
概
ね
、
Ｄ

Ｆ
Ｉ
Ｄ
等
が
提
唱
す
る
新
政
策
路
線
を
支
持

し
て
お
り
、
そ
の
路
線
に
沿
っ
て
、「
北
」
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
本
部
を
先
進
国
に
置
く
国
際
Ｎ
Ｇ

Ｏ
）
の
役
割
の
再
定
義
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

そ
の
第
一
は
、「
北
」
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
開
発
の

現
場
に
お
け
る
役
割
の
変
化
で
あ
る
。「
南
」

の
国
の
開
発
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
重
要
視

さ
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
「
北
」
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

現
場
で
行
っ
て
き
た
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
な
ど
は
「
南
」

の
国
の
政
府
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
住
民
組
織
や
そ
の

他
の
シ
ビ
ル
ソ
サ
エ
テ
ィ
組
織
に
取
っ
て
代

わ
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
が
主
流
に

な
っ
て
い
っ
た
。
同
時
に
、「
北
」
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
等
を
通
じ
て
、「
南
」

の
自
治
体
や
住
民
組
織
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
能

力
構
築
へ
の
協
力
や
、
権
利
を
ベ
ー
ス
と
し

た
開
発
の
強
化
な
ど
、
開
発
事
業
の
側
面
支

援
に
徹
す
る
べ
き
と
い
う
考
え
も
強
く
な
っ

て
い
る
。
実
際
、
英
国
の
開
発
手
法
や
考
え

方
に
共
鳴
す
る
オ
ラ
ン
ダ
や
北
欧
な
ど
の

「L
ike-m

inded
G
roup

」
の
ド
ナ
ー
な
ど
は
、

直
接
、「
南
」
の
シ
ビ
ル
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
拠
出

す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
増
や
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

政
情
が
不
安
定
な
国
や
、
紛
争
地
域
な
ど
で

は
、
相
変
わ
ら
ず
「
北
」
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
多
く

を
依
存
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

第
二
に
、「
北
」
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
新
た
な
役
割

と
し
て
、「
南
」
の
現
地
の
団
体
と
の
連
携
を

深
め
な
が
ら
、
現
地
の
声
を
自
国
政
府
や
Ｇ

８
諸
国
、
世
界
銀
行
、
世
界
貿
易
機
構
（
Ｗ

Ｔ
Ｏ
）
な
ど
に
届
け
る
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
の
強

化
や
、
政
策
へ
の
働
き
か
け
が
浮
か
び
上
が

っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
の

活
動
は
、
伝
統
的
に
「
北
」
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
担

っ
て
き
た
役
割
の
ひ
と
つ
で
は
あ
る
が
、
国

際
舞
台
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
発
言
権
が
増
す
に
つ

れ
、
そ
の
あ
り
方
が
変
質
し
つ
つ
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
、
い
わ
ば
�
塀
の
外
�

か
ら
個
別
の
政
策
に
関
し
て
抗
議
活
動
や
示

威
行
動
を
す
る
こ
と
が
中
心
だ
っ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活
動
が
、
政
策
決
定
の
場

に
招
か
れ
て
、
よ
り
マ
ク
ロ
な
意
味
で
の
開

発
政
策
の
方
向
性
や
指
針
づ
く
り
に
お
い
て

意
見
や
提
言
を
表
明
す
る
よ
う
に
な
り
つ
つ

あ
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
開
発
教
育
な
ど
を
通
し
て
自
国

（10）例えば、A Resource Guide For Private Voluntary Organizations - A Strong Partnership という文書がUSAIDのウ
エブサイト上にあり、いかに政府がNGOと協調して海外での支援活動を展開しているかが描写されている。
http://www.usaid.gov/our_work/cross-cutting_programs/private_voluntary_cooperation/resourceguide.pdf

（11）USAID, 1995, Policy Guidance: USAID-US PVO Partnership
（12）USAID, 2002, A Stragetic Framework for the Office of Private and Voluntary Cooperation, FY2003-07.
（13）InterAction, 2003, Monday Developments, Vol. 21, No., 10, June 9, 2003, p.1 & p.4
（14）InterAction, 2003, Emerging Trends - Foreign Assistance in Focus,An InterAction Policy Paper, Washington, DC.

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
直
面
す
る

課
題
と
そ
の
役
割
の
変
化
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民
の
開
発
問
題
へ
の
理
解
を
促
進
し
、
自
分

た
ち
の
活
動
の
支
持
基
盤
を
拡
大
す
る
こ
と

に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
重
要
な
役
割

と
し
て
再
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
支
持
基
盤

の
拡
大
す
な
わ
ち
個
人
や
企
業
の
広
い
層
か

ら
物
心
両
面
で
の
支
援
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、

ド
ナ
ー
が
「
北
」
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
依
存
度
を

低
め
る
趨
勢
が
あ
る
な
か
で
、
�
生
き
残
り
�

を
か
け
た
戦
略
の
一
環
で
あ
る
こ
と
は
否
め

な
い
。
開
発
政
策
の
変
化
に
踊
ら
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
比
較
的
大
口
の
ド
ナ
ー
の
資
金
に

頼
ら
ず
に
安
定
し
た
資
金
の
流
れ
を
確
保
す

る
こ
と
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
経
営
の
観
点
か
ら
も

必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
支
持

基
盤
の
拡
大
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
存
続
し
て
い
く
た

め
に
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
道
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
、
単
な
る
経
営
の

問
題
で
は
な
い
。
支
持
基
盤
を
拡
大
す
る
こ

と
は
、
政
策
へ
の
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
が
「
北
」

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
新
た
な
役
割
の
大
き
な
柱
で
あ

る
の
と
同
様
に
、
そ
れ
と
対
に
な
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
活
動
の
支
柱
と
な
る
も
の
な
の
で
あ

る
。
貧
困
削
減
と
い
う
国
際
的
課
題
に
数
値

目
標
を
つ
け
て
、
こ
れ
の
達
成
を
目
指
す
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
）
な
ど
に
よ

り
多
く
の
国
の
多
く
の
市
民
を
巻
き
込
も
う

と
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
二
〇
〇
五
年
の

Ｍ
Ｄ
Ｇ
中
間
レ
ビ
ュ
ー
の
年
を
契
機
に
仕
掛

け
よ
う
と
い
う
動
き
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
あ
い
だ
で

見
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
意
識
や
行
動

を
喚
起
す
る
活
動
は
、
広
い
支
持
基
盤
が
あ

っ
て
は
じ
め
て
広
い
層
の
人
々
が
参
加
す
る

大
き
な
う
ね
り
と
し
て
成
り
立
つ
も
の
だ
。

ま
た
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
支
持
基
盤
の
広
さ
は
、
先

に
述
べ
た
正
統
性
を
確
保
す
る
点
か
ら
い
っ

て
も
重
要
で
あ
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
主
張
が
し
っ

か
り
し
た
調
査
研
究
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
正
統
性
を
示
す
ひ
と
つ
の
要
件
だ
が
、

同
時
に
、
主
張
が
多
く
の
人
々
に
支
持
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
国
際
舞
台

の
な
か
で
の
発
言
権
を
も
つ
理
由
づ
け
を
与

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
な
か
に
は
、
途

上
国
で
の
開
発
事
業
の
実
施
を
専
ら
行
っ
て

き
た
団
体
も
少
な
く
な
く
、
大
手
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

を
除
き
、
上
記
の
よ
う
な
役
割
の
変
更
は
た

や
す
く
行
え
る
も
の
で
は
な
い
。
英
国
に
お

い
て
も
、
Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
の
シ
ビ
ル
ソ
サ
エ
テ
ィ

支
援
の
ス
キ
ー
ム
が
貧
困
削
減
を
戦
略
的
に

行
う
団
体
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
、
開
発
の
現
場
で
の
み
活
動
し
て
い
た
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
、
国
内
で
開
発
教
育
を
実
施
し
て
い

る
団
体
と
合
併
す
る
な
ど
の
動
き
が
一
部
で

出
て
い
る
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
正
統
性
に
疑
念
を
は
さ
む
動
き

は
、
最
近
、
米
国
を
中
心
に
そ
の
勢
い
を
増

し
て
い
る
。
保
守
系
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し

て
知
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
ン
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ズ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
（
Ａ
Ｅ
Ｉ
）

が
中
心
と
な
り
、
昨
年
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ウ
ォ
ッ
チ
と

い
う
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
が
立
ち
上
が
っ
た
（
15
）
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
は
一
体
何
者
で
、
何
を
目
的
に
活

動
を
し
て
い
る
の
か
。
誰
か
ら
資
金
を
得
て
、

誰
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
る
の

か
。
選
挙
で
選
ば
れ
て
い
る
人
た
ち
で
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誰
の
利
益
を
代
表
し
て

国
際
会
議
等
の
舞
台
で
発
言
力
を
得
て
い
る

の
か
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
精
査
し
よ
う
と
、

各
種
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
つ
い
て
の
情
報
を
ウ
エ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
。「
い
ま
で
も
多
く

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
草
の
根
に
根
ざ
し
た
声
の
代
弁

や
犠
牲
の
精
神
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る

が
、
一
方
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
い
ま
や
一
人
前
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
な
っ
た
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実

だ
」（
16
）

と
述
べ
、
政
府
や
企
業
と
対
等
な
立

場
で
、
政
策
立
案
に
関
与
し
、
支
援
者
や
一

般
に
社
会
問
題
に
関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
投

げ
か
け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
対
す
る
警
戒
感
を
あ
か

ら
さ
ま
に
し
て
い
る
。

国
際
開
発
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
正
統
性
に
関
し
て
は
、

昨
今
、
数
多
く
の
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る

が
（
17
）
、
こ
れ
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
政
策
ア
ド
ボ
カ

シ
ー
や
市
民
に
対
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
密
接
に
関
係
し
て

い
る
。「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活
動
が
効

果
を
あ
げ
る
か
ど
う
か
は
、
正
統
性
の
有
無

に
か
か
っ
て
い
る
」
と
ハ
ド
ソ
ン
が
述
べ
る

よ
う
に
（
18
）
、
正
統
性
の
確
保
は
ア
ド
ボ
カ
シ

ー
活
動
の
生
命
線
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
正
統
性
の
概
念
の
議
論
に
こ
こ

で
詳
し
く
立
ち
入
る
紙
面
の
余
裕
は
な
い
が
、

そ
れ
は
例
え
ば
、
組
織
が
「
社
会
に
存
在
し
、

行
っ
て
い
る
こ
と
を
行
う
正
当
な
権
利
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
」（
19
）

と
定
義
さ
れ
て

い
る
。
自
身
の
存
在
や
行
動
に
対
し
、「
北
」

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
「
正
当
な
権
利
」
を
有
す
る
か

（15）http://www.ngowatch.org
（16）http://www.ngowatch.org/info.htm
（17）例えば以下の論文を参照。

L. D. Brown, 2001.‘Civil Society Legitimacy: A Discussion Guide.’In L.D. Brown（ed）Practice-Research
Engagement and Civil Society in a Globalizing World. Washington, D.C. : Civicus and the Hauser Center for
Nonprofit Organizations

M. Edwards, 1999.‘Legitimacy and values in NGOs and voluntary organizations: some sceptical thoughts’in Lewis,
David（ed）, International Perspectives on Voluntary Action: Reshaping the Third Sector. London: EARTHSCAN

M. Edwards & S. Zadek, 2003.‘Governing the provision of global public goods: The role and legitimacy of
nonstate actors,’in I. Kaul, R. Conceicao, K. Gloulven & R. Mendoza（eds）, Providing Global Public Goods:
Managing Globalization. Oxford University Press USA.

A. Hudson, 2000.‘Making the Connection: Legitimacy claims, legitimacy chains and northern NGOs’
international advocacy’in D. Lewis & T.Wallace（eds）, New Roles and Relevance: Development NGOs and the
Challenge of Change. Bloomfield: Kumarian Press. 

Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
め
ぐ
る

新
し
い
動
き
と
今
後
の
展
望
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ど
う
か
に
関
し
て
は
、
判
断
を
く
だ
す
主
体

と
し
て
、
政
府
や
国
際
機
関
ら
の
ド
ナ
ー
、

企
業
、
民
間
財
団
、「
北
」
の
国
の
市
民
、「
南
」

の
国
の
市
民
ら
が
現
れ
て
い
る
が
、
な
か
で

も
「
南
」
の
市
民
と
の
関
係
は
重
要
な
も
の

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る（
20
）
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
正
統
性
の
問

題
が
難
問
な
の
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
自
身
が
で
き
る

こ
と
が
、
正
統
性
を
「
主
張
」
す
る
こ
と
に

と
ど
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
複
雑
化
し
た
グ
ロ

ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
な
か
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
正
統
性
に
関
し
て
こ
れ
を
「
認
定
」
で
き

る
機
関
な
ど
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
最
近
多

く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
情
報
公
開
や
透
明
性
の
向

上
な
ど
に
よ
る
説
明
責
任
確
保
の
努
力
、
第

三
者
機
関
に
よ
る
認
証
プ
ロ
セ
ス
の
作
成
、

事
業
評
価
や
組
織
評
価
の
徹
底
に
よ
る
効

果
・
効
率
性
の
向
上
な
ど
に
よ
っ
て
、
正
統

性
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

正
統
性
の
確
保
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
存
在
意
義
を
問
う
プ
ロ
セ
ス
に
お

い
て
も
、
国
際
的
な
開
発
目
標
の
達
成
な
ど

多
く
の
課
題
の
解
消
に
向
け
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

よ
り
多
く
の
社
会
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

連
携
す
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
先
に
述
べ
た
。
国
際
開
発
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
連

携
の
成
功
例
と
し
て
、
債
務
帳
消
し
を
求
め

た
ジ
ュ
ビ
リ
ー
二
〇
〇
〇
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
今
日
ほ
ど
、
多
く
の
国

民
の
巻
き
込
み
や
国
や
セ
ク
タ
ー
を
越
え
た

連
携
が
叫
ば
れ
て
い
る
時
は
な
い
。
英
国
で

は
、
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
七
月
か

ら
一
二
月
ま
で
Ｅ
Ｕ
の
持
ち
回
り
議
長
国
と

な
り
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
中
間
レ
ビ

ュ
ー
の
年
に
あ
た
る
来
年
二
〇
〇
五
年
に
注

目
し
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
中
心
に
、
貧
困
削
減

を
目
指
し
て
、
大
々
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
す

で
に
国
際
的
に
も
つ
な
が
り
、
米
国
の
イ
ン

タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
や
、
民
間
非
営
利
団
体
の

世
界
組
織
で
あ
る
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
な
ど
多

く
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
な
ど
と
連
携
し
て
、

債
務
問
題
な
ど
の
開
発
金
融
政
策
の
見
直
し

や
貿
易
の
公
正
な
ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
に
向

け
て
働
き
か
け
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｇ
７
（
Ｇ
８
か
ら
ロ
シ
ア
を
除
く
）

諸
国
そ
れ
ぞ
れ
の
国
際
開
発
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
組
織
を
介
し
た
Ｇ
７
諸
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
広
い
連
携
も
始
ま
っ
て
お
り
、
当
面
の
目

標
を
二
〇
〇
五
年
の
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い

て
、
各
国
政
府
の
開
発
政
策
や
貿
易
政
策
に

働
き
か
け
を
行
う
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
供
与
額
を
対
国
民
総
所
得

比
〇
・
七
％
の
レ
ベ
ル
ま
で
増
加
さ
せ
よ
う

と
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
国
内
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
各

国
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
開
発
教
育

に
あ
ま
り
力
を
入
れ
て
こ
な
か
っ
た
米
国
に

お
い
て
も
、
自
国
民
の
地
球
規
模
問
題
へ
の

理
解
促
進
な
ど
に
努
め
る
動
き
が
出
始
め
て

い
る
。

こ
こ
に
列
挙
し
た
動
き
は
、
お
互
い
に
連

動
す
る
こ
と
で
、
そ
の
効
果
を
高
め
よ
う
と
、

Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
た
情
報
交
換
が
活
発
に

な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
を
加
速
化

さ
せ
て
い
る
の
は
、
二
〇
〇
五
年
は
ま
た
と

な
い
チ
ャ
ン
ス
の
年
で
あ
る
と
い
う
認
識
で

あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
機
会
を
逃
し
た
ら
、

国
際
世
論
を
動
か
し
て
開
発
の
課
題
の
解
消

に
つ
な
げ
る
好
機
は
も
う
め
ぐ
っ
て
こ
な
い

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
強
い
危
機
感
な
の
で

あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
国
際
開
発
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
め

ぐ
る
情
勢
が
激
し
く
変
化
し
て
い
る
な
か
で
、

日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
い
か
に
こ
れ
を
自
分
た
ち

の
課
題
と
し
て
捉
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
英
米
を
は
じ
め
と
し
て
、
欧
米

諸
国
と
日
本
の
国
際
開
発
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
力
量
に

は
相
当
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
さ
れ
た
世
界
の
な
か
で
日
本
が
開
発
政

策
を
め
ぐ
る
潮
流
と
無
縁
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
め

ぐ
る
国
際
的
な
動
き
か
ら
学
び
、
新
た
な
時

代
に
お
け
る
自
分
た
ち
の
役
割
を
再
認
識
す

る
作
業
を
進
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。

間
違
い
な
く
言
え
る
の
は
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
も
自
分
た
ち
を
「
北
」
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
一
員

と
し
て
捉
え
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確

認
作
業
を
す
る
必
要
が
出
て
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
。
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
な
か
で
も
、

開
発
の
現
場
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
い
団

体
は
、
こ
れ
を
否
応
な
く
認
識
し
て
い
る
傾

向
が
見
ら
れ
る
。
現
地
の
「
南
」
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

や
他
の
シ
ビ
ル
ソ
サ
エ
テ
ィ
組
織
、
他
の

「
北
」
の
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
ド
ナ
ー
機
関
等
が
介

在
す
る
な
か
で
、
貧
困
削
減
に
向
け
た
包
括

的
な
取
り
組
み
な
ど
が
行
わ
れ
る
な
か
、「
北
」

（18）Hudson 前掲論文
（19）Edwards 前掲論文
（20）J. Borden, 2003. Speech delivered at the Seminar series on Civil Society and Civil

Society Organizations, “The Challenge for NGOs: Developing Connection
Within Their Community” on February 17, 2003, Tokyo（ＣＳＯネットワークの
ウエブサイト www.csonj.org に掲載）

日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
視
座
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の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
現
場
で
求
め
ら
れ
て
い
る
ニ
ー

ズ
は
確
実
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
し
、
そ
れ

を
実
感
し
て
い
る
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
決
し
て

少
な
く
な
い
。
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

こ
こ
で
は
信
頼
性
の
確
保
、
支
持
基
盤
の
拡

大
、
政
策
へ
の
関
与
の
三
点
を
、
日
本
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
課
題
と
し
て
あ
げ
、
本
稿
の
し
め
く

く
り
と
し
た
い
。

第
一
に
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
欧
米
諸
国

と
の
大
き
な
違
い
と
し
て
、
信
頼
性
の
確
保

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
歴
史
の
長
さ
や
資
金
還
流
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

違
い
か
ら
派
生
す
る
も
の
で
、
決
し
て
Ｎ
Ｇ

Ｏ
自
身
の
活
動
が
信
頼
を
生
み
出
し
て
来
な

か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
う
だ
と
し
て
も
、
ま
だ
一
部
で
「
う
さ
ん

く
さ
い
」
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
こ
と
の
あ

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
広
範
な
信
頼
を
確
保
す
る
こ
と

は
急
務
と
い
え
る
。
こ
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
関
し
て

は
日
本
で
は
「
性
悪
説
」
が
幅
を
利
か
せ
て

お
り
、
新
聞
等
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
不
正
等

が
発
覚
し
た
と
き
に
こ
と
さ
ら
に
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」

の
文
字
を
見
出
し
に
使
っ
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
全
体
に

レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
特
に
こ
こ
数
年
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
や
イ
ラ
ク
の
復
興
支
援
活
動
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
人
々
が
解
説
役
や
専
門
的
な
コ
メ
ン
ト
を

寄
せ
る
立
場
で
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
に
登
場
す

る
機
会
も
増
え
、
こ
れ
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
全
体
の
信

頼
性
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

メ
デ
ィ
ア
に
登
場
す
る
こ
と
は
別
に
し
て
、

信
頼
性
確
立
の
た
め
に
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
す

べ
き
こ
と
と
し
て
、
ま
ず
、
す
で
に
言
及
し

た
正
統
性
の
問
題
が
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ

て
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

方
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
げ
ら
れ
る
。

さ
い
わ
い
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
な
ど
を
中
心
に
最
近
ア
カ
ウ

ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
構
築
の
動
き
が
あ
り
、
ほ

か
に
も
情
報
開
示
、
透
明
性
確
保
な
ど
の
面

で
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。
信
頼
性
や
理

解
の
向
上
を
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
増
え
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
行
っ
て
い
る
仕
事
が
ど
う
い
っ
た

種
類
の
も
の
で
あ
れ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
し
っ
か
り

目
に
見
え
る
結
果
を
出
し
て
い
く
必
要
性
が

増
し
て
い
る
。
使
わ
れ
た
お
金
、
注
入
さ
れ

た
労
力
に
見
合
っ
た
成
果
を
出
す
と
い
う
こ

と
は
、
い
ま
や
時
代
の
要
請
で
あ
る
。
資
金

源
が
政
府
で
あ
れ
企
業
で
あ
れ
個
人
で
あ
れ
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
事
業
の
成
果
と
効
率
性
を
明
確
に

示
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
信
頼
さ
れ
、
そ

の
次
の
活
動
資
金
が
集
ま
る
よ
う
に
な
る
。

も
ち
ろ
ん
、
き
っ
ち
り
し
た
成
果
を
出
す
に

は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
団
体
内
部
に
そ
れ
な
り
の

技
能
・
経
験
を
も
っ
た
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
す

る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
い
う

世
界
の
「
プ
ロ
」
化
の
要
請
と
し
て
捉
え
ら

れ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、

最
初
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
使
命
、
活
動
理
念
）

あ
り
き
で
、
そ
れ
な
し
に
成
立
す
る
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
、「
プ
ロ
」
化
を
進
め
る
こ

と
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
優
位
性
を
含
め
た
Ｎ
Ｇ

Ｏ
「
ら
し
さ
」
を
保
つ
こ
と
は
相
矛
盾
す
る

こ
と
で
は
な
い
。
結
果
や
効
率
性
の
要
請
に

応
え
る
た
め
に
、
組
織
の
刷
新
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
、
い
ま
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
は
自
分
た
ち

の
活
動
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
し
っ
か
り
と
伝

え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
強
い
思
い
と
献
身
的
な
活
動
で
支
え
ら

れ
て
い
る
以
上
、
伝
え
る
コ
ツ
を
体
得
す
れ

ば
、
そ
の
活
動
は
多
く
の
人
々
か
ら
共
感
を

生
む
も
の
に
映
る
に
違
い
な
い
。
や
や
逆
説

的
だ
が
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
は
、

自
分
た
ち
が
よ
い
活
動
を
や
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
伝
え
る
た
め
の
「
小
手
先
」
の
技
術

な
ど
も
た
な
く
と
も
、
伝
わ
る
人
に
は
伝
わ

る
と
い
う
よ
う
な
考
え
が
見
受
け
ら
れ
た
。

そ
う
で
は
な
く
、
や
は
り
伝
え
る
こ
と
ば
を

も
つ
こ
と
は
大
事
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
認

識
し
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
増
え
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
な
動
き
に
は
も
っ
と
加
速
度
が
つ
く

べ
き
だ
ろ
う
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
が
、
信
頼
性
の
確
保
の

た
め
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
し
て

あ
げ
ら
れ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
は
広
く
日
本

の
市
民
社
会
に
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
課
題

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
信
頼
性
を
確
立
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

別
言
す
れ
ば
、
ま
っ
と
う
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
そ
う

で
な
い
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
見
分
け
る
目
を
市
民
の
側

が
養
う
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
信
頼
に

足
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
は
、
信

頼
さ
れ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
作
っ
て
い
く
市
民
の
努

力
に
か
か
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
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「
北
」
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
の
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
課
題
の
第
二
の
点
は
、
第
一
の
信
頼
性
の

課
題
と
大
き
く
関
係
す
る
こ
と
だ
が
、
支
持

基
盤
の
拡
大
で
あ
る
。
当
世
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
キ

ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
呼
び
声
の

も
と
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
規
模
や
活
動
領
域

を
一
気
に
引
き
上
げ
よ
う
と
い
う
動
き
が
存

在
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
注
目
し
て
、
運
営
の

質
を
上
げ
、
資
金
獲
得
の
能
力
を
増
強
し
、

優
秀
な
人
材
を
リ
ク
ル
ー
ト
で
き
る
よ
う
に

組
織
の
力
を
成
長
さ
せ
よ
う
と
、
各
種
の
研

修
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
な
ん
で
も
規
模
を
大
き
く

す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
事
業

規
模
で
物
事
を
考
え
れ
ば
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
政
府

や
国
際
機
関
に
太
刀
打
ち
で
き
る
は
ず
が
な

い
。
ま
た
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
機
動
性
や
柔
軟
性
、

独
自
性
や
自
律
性
が
活
動
の
大
き
な
特
徴
で

あ
る
か
ら
、
規
模
を
大
き
く
し
て
官
僚
化
が

進
む
こ
と
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
「
ら
し
さ
」
を
奪

っ
て
し
ま
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

し
か
し
規
模
を
一
気
に
拡
大
し
よ
う
と
す

る
動
き
に
懸
念
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

よ
り
大
き
な
理
由
は
、
い
ま
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
規
模
を
大
き
く
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
、

そ
の
た
め
の
新
し
い
財
源
の
多
く
を
政
府
系

の
資
金
に
頼
る
こ
と
に
直
結
し
が
ち
だ
か
ら

だ
。
日
本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を

も
っ
と
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
経
由
す
る
形
で
拠

出
す
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
は
、
特
に
一
部

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
あ
い
だ
を
中
心
に
、
一
〇
年
ぐ

ら
い
前
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
し
ば
し
ば

耳
に
す
る
も
の
だ
。
確
か
に
欧
米
諸
国
と
比

べ
れ
ば
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
自
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
通
し

て
使
わ
れ
て
い
る
割
合
は
日
本
で
は
極
端
に

低
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
概
観
し
た
よ
う
な

国
際
開
発
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
世
界
的
な
動
き
、
特
に

「
北
」
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
め
ぐ
る
潮
流
を
鑑
み
れ
ば
、

果
た
し
て
政
府
系
の
資
金
を
自
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

を
介
し
て
途
上
国
に
還
流
す
る
こ
と
が
、
今

の
時
代
の
動
き
に
あ
っ
て
い
る
の
か
、
ま
ず

疑
問
を
も
っ
て
お
い
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。

む
し
ろ
、
い
ま
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
考
え
る

べ
き
な
の
は
、
い
か
に
し
て
市
民
社
会
に
支

え
ら
れ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
な
れ
る
か
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
国
際
開
発
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
限
ら
ず
、
現
在

の
日
本
の
民
間
非
営
利
活
動
が
抱
え
る
最
大

級
の
課
題
と
言
っ
て
い
い
問
題
と
い
え
る
。

本
稿
で
述
べ
て
き
て
い
る
よ
う
に
、
特
に
国

際
開
発
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て
、
支
持
基
盤
の
拡

大
、
特
に
市
民
の
広
い
層
か
ら
支
援
を
獲
得

す
る
こ
と
は
、
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活
動
な
ど
、

「
北
」
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
新
し
い
役
割
を
果
た
し
て

い
く
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
要
件
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も

強
く
意
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
「
北
」
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
一
員
と
し
て
役
割
を
ま
っ
と
う
し
て

い
く
に
は
、
日
本
政
府
と
マ
ク
ロ
な
意
味
で

の
開
発
に
お
け
る
政
策
論
議
を
仕
掛
け
、
積

極
的
に
政
策
形
成
に
関
与
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
理
想
的
に
は
、
政
府
、
研
究
機
関
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
一
緒
に
な
っ
て
、
新
し
い
日

本
の
開
発
の
あ
る
べ
き
姿
な
ど
に
つ
い
て
議

論
を
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
異
な
る

立
場
で
異
な
る
優
先
順
位
を
も
つ
ア
ク
タ
ー

が
、
貧
困
削
減
と
い
う
世
界
的
な
開
発
目
標

の
た
め
に
日
本
が
何
を
す
べ
き
か
を
話
し
合

う
こ
と
は
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
生
み
、
建
設

的
な
議
論
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
。
い
ま
や
時

代
は
そ
う
い
う
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
そ

う
い
っ
た
議
論
を
日
本
の
な
か
で
も
実
験
的

に
進
め
て
い
く
価
値
は
大
き
い
。
も
ち
ろ
ん
、

日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
な
か
で
こ
う
い
っ
た
議
論

に
参
加
し
て
い
く
力
量
を
も
つ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
ま

だ
限
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
キ

ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
育

て
る
べ
き
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
政
策
形
成
能
力
で

あ
る
と
い
う
認
識
が
も
っ
と
広
ま
る
べ
き
だ

ろ
う
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
抱

え
る
課
題
は
大
き
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
が
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
自
分
た
ち
だ
け
で
解
決
し
て
い
く

べ
き
課
題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
識
す

る
こ
と
は
重
要
だ
。
政
府
や
政
府
系
の
ド
ナ

ー
、
民
間
財
団
、
企
業
、
市
民
を
含
ん
だ
広

い
層
の
人
々
が
、
こ
の
こ
と
を
日
本
が
二
十

一
世
紀
の
国
際
社
会
の
な
か
で
問
わ
れ
て
い

る
大
き
な
課
題
と
し
て
捉
え
、
大
胆
な
行
動

を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

い
ま
、
私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
の
は
、
な

に
よ
り
も
そ
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

（
い
ま
た

か
つ
じ
／
く
ろ
だ

か
を
り
）
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